
「心に残る文化財子ども塾」学習指導案 

日時       平成２９年 ６月 ３０日（金） 

 １０：００～１２：００ 

場所   安来市立安田小学校 理科室ほか 

対象者 ６年児童２２名 

指導者      埋蔵文化財調査センター職員 

安田小学校教諭 

１．主題     学校周辺の遺跡と火おこし体験 

 

２．ねらい    ・身近にも遺跡があることを知り、歴史学習に対する学習意欲を高める 

とともに、ふるさとを愛する心を育てる。（自立） 

・火おこし体験を通じて、古代の人々の生活への理解を深める。（自立） 

 

３．展開 

時刻 児童の学習内容（指導分担） 教師の支援等 準備物等 

10:00 

 

 

 

 

 

10:05 

 

 

11:00 

 

 

11：30 

 

 

 

11：40 

 

事後 

１． はじめの会（担任） 

・講師紹介 

・オリエンテーション 

 

 

 

２．学校周辺の遺跡を知る（講師） 

 

（休憩） 

３．火おこし体験をする（講師） 

 

 

４．おわりの会（担任） 

・質問・感想 

・児童代表あいさつ 

・講師先生のお話 

５．全員で片付け 

 

作文を書く 

・講師の先生が、地元出身

の先輩だということを児

童に伝える 

・本時の見通しを伝える。 

 

 

・児童と一緒にお話を聞く 

 

 

・児童と一緒に活動し、全

員が火を起こせるよう支

援する 

・パソコン 

・プロジェクター 

・スクリーン 

・実物投影機 

・出土品 

 

・机（出土品展

示用） 

 

・火おこし体験

に必要な道

具 

 

４．準備物等 

５．その他 


